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問
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
事
業
は
。

答
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
は
平
成
30
年
度
に

コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ
き
あ
げ
敷
地
内
を

飼
育
施
設
の
建
設
候
補
地
に
選
定
し
た
ほ

か
、
域
外
保
全
実
施
計
画
の
策
定
と
施
設

の
設
計
を
関
係
機
関
等
の
助
言
を
も
ら
い

進
め
て
い
ま
す
。
31
年
度
中
に
計
画
策
定

と
施
設
設
計
が
完
了
し
、
32
年
度
に
は
施

設
整
備
関
連
の
予
算
を
計
上
す
る
予
定
と

な
り
ま
す
。

問
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
支
援
は
。

答
組
合
に
よ
る
新
施
設
建
設
等
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
委
員
に
広
く
意
見
を
聞
き
、

市
内
の
建
設
候
補
地
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
８
月
か
ら
28
年
12
月
ま
で
の

間
、
建
設
候
補
地
の
地
元
の
郷
地
・
安
養

寺
地
区
の
自
治
会
長
な
ど
の
代
表
者
と
５

回
に
わ
た
り
、
懇
談
会
を
開
催
し
、
建
設

候
補
地
の
周
辺
環
境
整
備
や
余
熱
利
用
施

設
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
、
検
討
委
員
会
に
お

い
て
余
熱
利
用
施
設
の
整
備
方
針
を
検
討

し
、
31
年
度
中
に
は
整
備
方
針
が
固
ま
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
は
。

答
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
開
始
以
来
、

保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
年
々
増
加

す
る
中
、
民
間
活
力
を
活
か
し
全
国
的
な

問
題
で
あ
る
待
機
児
童
対
策
に
取
り
組
み
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

31
年
度
か
ら
は
新
た
な
組
織
と
し
て
、
こ

ど
も
未
来
部
を
設
置
し
、
31
年
度
は
保
育

所
園
庭
の
芝
生
化
や
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
、
埼
玉
県
内
初
と
な
る
民
間
保
育
施

設
へ
の
紙
お
む
つ
廃
棄
処
理
に
対
す
る
補

助
を
実
施
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
、
保
護

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
本
年

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
幼
児
教
育
の
無
償
化
が

始
ま
る
な
ど
、
保
育
需
要
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
、
待
機

児
童
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
医
療
体
制
の
推
進
は
。

答
医
療
と
介
護
の
連
携
で
は
、
在
宅
に
お

け
る
医
療
の
相
談
を
受
け
る
在
宅
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー
を
鴻
巣
市
医
師
会
の
協
力
を

得
て
設
立
し
た
ほ
か
、
医
療
関
係
者
、
介

護
支
援
専
門
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
、
鴻
巣
市
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
会
議
を
開
催

し
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に
関
す
る
課
題

の
抽
出
や
対
応
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
ほ
か
、
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

な
ど
の
地
域
資
源
を
見
え
る
化
し
た
地
域

資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
医
療
と
介
護

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

上
尾
道
路
建
設
工
事
に
伴
う
周
辺
整
備

道
の
駅
整
備
事
業
・
子
育
て
支
援
策

公 

明 

党（
３０
分
）

問
上
尾
道
路
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

新
年
度
で
は
駅
南
通
線
の
路
線
測
量
・
基

本
設
計
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
上
尾
道
路
と
の
接
道
部
分
や
周
辺
の
整

備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
現
時
点
で
は
国
が
詳
細
な
道
路
の
設
計

作
業
を
進
め
て
い
て
、
関
係
部
署
と
市
道

交
差
点
計
画
や
上
尾
道
路
側
道
部
と
市
道

接
続
計
画
及
び
雨
水
排
水
計
画
な
ど
協
議
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
総
合
振
興
計
画
の
土

地
利
用
構
想
で
は
、
上
尾
道
路
沿
道
を

「
沿
道
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く
ゾ
ー

ン
」と
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が

よ
い
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
熊
谷
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
整
備
予
定
の
道

の
駅
は
ど
の
よ
う
な
施
設
と
な
る
の
か
。

答
人
と
人
、
人
と
場
所
、
人
と
モ
ノ
、
人

と
未
来
を
つ
な
ぐ
現
代
の
宿
場
町
を
メ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

農
業
振
興
と
し
て「
農
産
物
直
売
所
」、

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
を
設
置
す
る「
ア
グ
リ

ゾ
ー
ン
の
整
備
」を
、健
康
に
つ
い
て
は
、

接
す
る
ふ
る
さ
と
総
合
緑
道
等
と
埼
玉
県

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
利
用
者
の
発
着
・

中
継
拠
点
と
し
て
の
機
能
と
と
も
に
体

操
や
ダ
ン
ス
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
を
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

に
整
備
計
画
を
策
定
し
、
施
設
の
配
置
や

建
物
の
内
容
を
精
査
し
事
業
推
進
し
ま
す
。

問
機
構
改
革
で
新
年
度
よ
り
、
こ
ど
も
未

来
部
が
創
設
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
未
来
を

応
援
し
、
子
育
て
を
支
援
す
る
施
策
は
。

答
新
年
度
か
ら
出
産
後
の
母
親
を
支
援
す

る「
産
後
ケ
ア
事
業
」を
始
め
ま
す
。
ま

た
、
県
内
初
の
民
間
保
育
施
設
へ
の
紙
お

む
つ
の
廃
棄
処
理
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う
希
望
が
か

な
う
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

合
併
特
例
債
活
用
事
業
の
今
後
の
予
定
は

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は

こ
う
の
す
自
民（
３０
分
）

問
平
成
17
年
の
合
併
に
よ
り
、
合
併
特
例

平
成
31
年
度
市
長
の
施
政
方
針

市
長
公
約
事
業鴻 

創 

会（
45
分
）

　
３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
が
平
成
31
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
説
明

し
、
そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

�

※
質
問
時
間
は
、
10
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

代
表
質
問

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る
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債
と
い
う
大
変
有
利
な
起
債
に
よ
り
、
新

市
建
設
計
画
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
市

内
3
駅
の
整
備
、
吹
上
・
川
里
支
所
及
び

複
合
施
設
建
設
、
市
役
所
新
庁
舎
を
初
め

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
を
し
て
き
た
。
こ

の
事
業
の
終
結
は
32
年
度
で
、
残
す
と
こ

ろ
１
年
と
な
る
が
、
31
年
度
当
初
予
算
に

お
け
る
合
併
特
例
債
の
活
用
予
定
額
は
。

答
鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
、
大
間
近
隣
公
園
整
備
事
業
、
吹

上
北
側
生
涯
学
習
施
設
建
設
事
業
を
含
む

11
事
業
、
総
額
約
10
億
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
鴻
巣
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
は
、
①「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
」、
②「
住
み
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」、
③「
人
口
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
、
健
康
で
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
」、
④「
ま
ち
に
に
ぎ

わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
、
産
業
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」で
あ
る
が
、
32

年
度
開
始
予
定
の
次
期
計
画
策
定
の
方
向

性
は
。

答
引
き
続
き
、「
人
口
減
少
の
抑
制
」と

「
人
口
減
少
社
会
へ
の
適
応
」を
目
指
し
、

そ
の
目
標
実
現
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
、
４
つ
の
基
本
目
標
の
さ
ら
な
る
成
果

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
目
標
に
対
し
て
の

進
捗
状
況
等
を
31
年
度
中
に
検
証
す
る
と

と
も
に
、
現
行
の
計
画
の
総
仕
上
げ
と
次

期
計
画
に
お
け
る
課
題
を
抽
出
し
、
引
き

続
き
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

合
併
後
の
各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と

一
体
性
の
確
立
に
向
け
て
の
事
業
は

チ
ー
ム 

コ
ス
モ
ス（
２５
分
）

問
平
成
17
年
10
月
の
合
併
か
ら
、
13
年
半

が
経
つ
が
、
本
市
は
1
万
５
千
人
に
一
カ

所
の
社
会
体
育
施
設
の
必
要
性
を
市
側
も

認
め
て
い
た
の
に
、
吹
上
北
側
体
育
施
設

の
検
討
・
計
画
が
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

ま
た
、
合
併
協
定
時
に
約
束
さ
れ
た
市
道

川
３
号
線
の
延
伸
に
よ
る
元
荒
川
に
架
け

る
橋
の
計
画
も
一
向
に
進
ま
な
い
の
に
、

ほ
か
の
場
所
に
橋
を
架
け
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
29
年
度
末
で
の
合
併
特
例
債
の
活
用
額

２
９
４
億
４
８
７
０
万
円
を
地
域
別
の
活

用
額
、
構
成
比
及
び
、
合
併
時
の
人
口
で

算
出
し
た
１
人
当
た
り
の
費
用
額
で
は
、

鴻
巣
地
域
で
１
１
７
億
１
７
９
０
万
円
、

活
用
総
額
の
39
・
８
％
、
１
人
当
た
り
費

用
額
で
は
約
13
万
９
０
０
０
円
と
な
り
、

吹
上
地
域
で
68
億
９
８
６
０
万
円
、
活
用

総
額
の
23
・
４
％
、
１
人
当
た
り
の
費
用

額
で
は
約
24
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、
川

里
地
域
で
35
億
６
０
３
０
万
円
、
活
用
総

額
の
12
・
１
％
、
１
人
当
た
り
費
用
額
で

は
約
44
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、
市
全
域

と
し
て
、
72
億
７
１
９
０
万
円
、
活
用
総

額
の
24
・
７
％
、
１
人
当
た
り
費
用
額
で

は
約
６
万
円
と
な
り
、
合
併
特
例
債
の
発

行
可
能
額
の
89
・
９
％
の
活
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
３
地
域
の
均
衡
あ

る
発
展
と
一
体
性
の
確
立
が
進
み
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
に
対
す
る
現
状
の

認
識
と
今
後
の
方
向
性

か
い
え
ん
た
い（
２０
分
）

問
現
時
点
で
の「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
」に
つ
い
て
の
見
解
は
。
ま
た
、
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た
将
来
的
な
需

要
に
見
合
っ
た
施
設
規
模
の
適
正
化
、
事

業
の
官
民
連
携
を
早
期
に
進
め
て
い
く
考

え
は
。

答
昨
年
12
月
に
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
新

た
に
水
道
施
設
に
関
す
る
公
共
施
設
等
運

営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
で
き
る
仕
組

み
、
水
道
の
民
営
化
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

委
託
方
法
や
、
仮
に
受
託
者
が
経
営
困
難

に
陥
っ
た
場
合
の
対
応
、
ま
た
国
内
に
お

い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
実
績

が
な
い
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
は
民
営
化
の
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
官
民
連
携
は
重
要

と
捉
え
、
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
包

括
的
業
務
委
託
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま
た
、
事
業
母
体
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
、施
設
の
統
廃
合
や
経
営
基
盤
を
大
き
く

し
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
安

定
給
水
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
住
民
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
県
で
推
進
し
て
い
る
広
域
連
携

に
向
け
調
整
を
進
め
ま
す
。

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
福
祉
の
充
実
・

平
和
を
願
う
市
民
の
声
が
適
う
市
政
を

日
本
共
産
党（
２０
分
）

問
１
月
に
偽
装
が
発
覚
し
た
勤
労
統
計
調

査
を
基
に「
景
気
は
上
向
い
て
い
る
」と

し
た
政
府
発
表
の
経
済
状
況
判
断
を
用
い

「
経
済
の
好
循
環
が
着
実
に
回
り
始
め
て

い
る
」と
い
う
考
え
方
と
市
民
の
生
活
実

感
に
相
違
が
あ
る
が
、
ど
う
捉
え
る
か
。

答
先
の
通
常
国
会
に
お
け
る
内
閣
総
理

大
臣
の
施
政
方
針
・
予
算
編
成
方
針
で
も

同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

民
に
多
様
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
生
活
実
感
は
一
様
に
比
較
す

る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
多
く
の

市
民
が
満
足
で
き
る
よ
う
各
施
策
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
原
発
問
題
と
核
兵
器
に
対
し
て
、
市
民

の
命
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。

答
核
保
有
国
が
核
軍
縮
・
核
不
拡
散
に
向

け
て
誠
実
に
取
り
組
む
よ
う
、
国
政
の
場

に
お
い
て
十
分
な
論
議
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
非
核
平
和

都
市
宣
言
」を
し
て
い
る
自
治
体
と
し
て
、

平
和
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
、
市
民
と

と
も
に「
核
兵
器
の
な
い
・
戦
争
の
起
き

な
い
平
和
な
世
界
」を
創
る
た
め
努
力
し

て
い
き
ま
す
。


